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銅の最知は、何轟よくれが恥、読、上萩生下ちの中やテンション轟で、緊衆してししド1年生乍らも、

少しす靖の合由′慣れ鈴の印やいこと硯っけて落ち着いてさまし下。苦柱か搾ってさて、事、宿願

もや、むう壷定も時きてし、坪。おやつ後。公園へ招くよ赤印、お通え時Iこ公園へ寄,て洪痔

も璃秋い印。聴)絵、抑紙、鬼二㌧二、ソリ、遠見けど、厚生同士叫\〆高oで、遷Iぶ、ことが脅し-

です証時疋上級勘>誘われ申) 、躍卑官示して仲乱二人重りもげし、印。

㊨

合、海釦しま碑塩すすを軒に一噺ナ仏壇つてし-て、紬二郎料恒寝拒非華甲尋

め印してい坤。部局では、しかうシナしこは・和ミ棉行)や戦レ一二、㌧二が㌧克行,てし-て、 」朴ランの

僚心肋や、滋、l塁の戎寡与咋す引乍,てし一誇れ、坤e預れ、そんなナ」星{掴係Tよく

包有。車で博こと幸男峠な時制二重ギしてし、汚れ、坪。婦遅雄は\上級生が、ペコ翠丹

王様ジ巨ケン、お年玉かとし鎚も桐璃そぶ主賓しい布そ汎こ.みん撞舞って盛。上狛古訓勘

僻は按勘り小牧母なく、掃こ男の子埠ヅ棚高向乱造串良苗園俵か、、湾粒てし-くのか

時妃でし中ヾ、、チ罵阜和し蒔田旺もに印し。蹄いっ尊が九、く加培ってし-を担い巧o幹苗

試宿鐘務甲や湾、し、都心そ駒サ㌍巾こじ七番任す評で\分与し-新しい料や新し、つだ勅纏ま

れく各と母小吉午 そ嘩チ只乍らのか細待皿、討。

拝、転のし、押立か合’Iで当事諦点上へと直さが司令をして「棄拐ドニと」 「童里世」 「外し庸二と」

モ酌、てく湿す。時日̃準星はよく覇高く柾、崎砂「楽し小本こと住居軸中上と古海頬が楽

し南画上旬\、給食軽食やさてう紅い、癒、手厚くて粒しい、、、、豪放のこと魯/机上とも-往時神、

轟してぐれろ雄、沼も什わいい可。乙姫印匝臥て昏†廊掌れ佃掘勘枇期し討。
上級仕(二だふと樹まぐれ葬り、軸二酎春蒔く、〆高で、註すげ苦非担) 、∴人心ギブ和みんが、

もう即持′囲い言わ応、番い巨ういます。窄凱ヂおし自由lゝ矩し嘩しか本島捧持話せ尊

い凍み回し、の吋八・・ 。荷台で宣、み材か食I’甘†印尊く、歩軽食、樟†びト会議などいうんは話

し允、わ島も歴世で、包和訳量刑、相手塙娃拭く機会中寺(こ頂いさトと料てます。

むし、う土合摘,てこそ、ケン匹、き阜I、伸直岬、き申I叩まと思うのて-- 。

これザ尋>穴>あせ、夢巨や。話し合、も増為す。事〔郎来症り、 「ミ訊ねを彊壇上ちょブルに

こ持すド・そうい小さはこ費も野良軸心弓的尊く、誇吟声もつみ重ねてし、さ印と朴しげ。
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庫で証1ニ率さんのサナギかっ、、て

いをレ仁。以ノほ布引可読か

ニさんレ収まちふさがし 聾。柾小串.緋・・ゝご雪空蒔霞基因

く小二拝されセガプさんのワ入・
‡,で直幸く弱的

珂ト、ままか書中〆
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一麹.生壁塑全盛蛭豊富一泡(胃)

山田雷七十五回に行く予定やし仁が天気が不一を定信歳、中東公園に電車しまし圭

塩見で、施ん七両事典)ちし下りもしまし仁が勿「レ串、ン士、』もやりました。

申寮長臥なっフじ、公園より不や植物の種類が多いのでレ1うんだ点心をみつ面上とがやさまし下。
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に言の垂革、よ函さ、和瓦ま掠り、

橋の車・メタセコイアの哀帯と、㌔利ま重。

程も爵く、しまなつ叛には瞼,専有た

析バブの基でオオバコ撞うちし甘)、

上手l埠日経扱いてあそ串、りしまレや。

毎年高断の手島乍らと碑光一スち咋表し一対。

金串も下訪え与草的、ます。

晃くけ,て、 「下せい缶1杯」で飲むのか

牽しみ吋!

更イ柚が逝っ、〔と、桂の合では

「串いまの1杯」が出討.

ジ」ボス星、/臣ワやかレ壇です.
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惇境 吉昭も 作れ十の表紙にし机に

非もやか、.キャン引二年上手弓、ガで可-†レ中寺、作如

着くニッがあり巧 1雅もl十の表紙帥二祈り来め享
しまし下。

何事ヽチ伸二侶つてか、し、し、そのう墾榎にト南

下でき†古平毒し>巾士)却よ。

ユ社中て、五言作文/十{こ、

1フはネう引こ帝ち帰りま車。
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種油ろ目のキャシフは、花の令に演てチ靖・父母・指導員でつくる頁の一大パントです・

待折与も聾し拙こして、、るチが巧く、待抑士、哲郎の約滴まり、大きく戚長さ廃し、頼る

Y鴫商事自行を中心功ワ牝最衛ブ今風や押すで通常。中ソかで質、、ませんでし乍.

咋昇ようやく押詰)に凋加の新アキャイ麻でのキャ巧○命当夏移しきし仁.

餅か咋卸。キャン帝e嬉点帝卸して.より乱、虫に残る和ン窮みん塙、何ていきましお!

肇誓強ま4椋壇か自然の担、輝保育七壇、{尊両班葉しみましょう

中成立重かテレビ、、ス千束高士点滴糾し利一ブこリ坤I雅量和ガ刀イヤー串I

思、う輪舞し省吾しよう

☆尋ま昨塙袖坊主祐二なろう

舶誇紅んや大人が修で薙イ為して句中ひ垣一義で掃う記し手絡く・チ約手諦

袖フ1勘与る一艮1長の自輝かで、夢脹さん的幸二ひとっひとつの嘩備過程を

下市にして刺I組んで工きれよう

親均す別で寝る介が禰・単、詠ぐの揃寧・、-†よじ、かかした症離ボことも承るかもしかません・

キャブ7てこ缶、1て・は準のおじ訓食言北ん擁レ一昨年の緑習、ケみ練習、丁シックか/浴びの

和紀殖訓、て、帝>塙筆し拙二重気密諒,;くらんでふくいい注̃雄、い押、

争、自敵の中でlさいかうで昨練でよこ掠

れます。手洗も末佃輸誼帝摩軽、

近、協力しあい.拾、楽しい和巧。にして ㌔堕仕壊塾鑓尋
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①証す場の揃、検

④粒-こし練習

末か二組九、 l恥班長さ小事妬弱.指舞貫で缶脅瑞の

下男売行きか仁 和ブイ拘。言ン亮一やトイレ・薄年端轟

ち紅を加重あじ・ろ人品一7弘幸みこしもレ・偏食で・三はん

七でY小刀レイ勾もしをし仁.新が勘、つま。詰みん尊の膿

ふむ串の巾、.担フレーさまそれ、くいい醐航、し仁、

キめて栂よれくみね帝、し巧、如在れ!

さいお暗闇がかやので川あそ壷も′九でさましセ.

`(⊂夕日))
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